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研究成果の概要（和文）：池田保と市野篤史はGross-Prasad型の周期に関する明示的予想を定式化し、論文にして発表
した。この結果は国内外の研究者の注目を集め、関連する研究の発展を促した。
平賀郁は特殊線形群の内部形式の跡公式に関する論文（斎藤裕氏との共著）を発表した。吉田敬之は motivic Galois 
群とL群に関する論文を発表した。市野篤史はGanと共著の論文で次数４と５の特殊直交群の周期に関する結果を発表し
た。これはGross-Prasad型の周期に関する興味深い例であると考えられる。平賀郁と池田保は半整数の重さを持つHilb
ert保型形式に対してKohnen plus空間を構成し、論文を発表した。

研究成果の概要（英文）：A. Ichino and T. Ikeda published a paper on periods of Gross-Prasad type. K. 
Hiraga wrote a paper on the trace formula on inner forms of special linear group with H. Saito. H.Yoshida 
publiched a paper on motivic Galois groups and L-groups.
A. Ichino wrote a paper on period of Gross-Prasad type on special orthogonal group of size 4 and 5 with 
W. Gan. This is an interesting example of the period relation. K. Hiraga and T. Ikeda constructed a 
Kohnen plus space for Hilbert modular forms of half-integral weight.
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 池田保は Duke-Imamoglu の予想を証
明し、また宮脇の予想を部分的に解決してお
り、これを一般化することが研究の大きな動
機であった 
(2) 池田保と市野篤史は Gross-Prasad 型の
周期とL関数の特殊値に関する関係式を見出
しており、これを明確に定式化しようとして
いた． 
 
２．研究の目的 
(1)  Siegel 保型形式と Hermite 保型形式
に対して構成されたリフティングをアデー
ル群上の保型形式に一般化する. 
(2) 直交群に関して定式化した「明示的」な 
Gross-Prasad 予想の類似を他の古典群に対
しても考察する. 
(3) 周期の理論に関する低次の具体例を蓄積
する. 
 
３．研究の方法 
(1) Duke-Imamoglu の予想を adele 群上で定
式化し、保型表現の手法を用いてそれを証明
する． 
(2) Gross-Prasad型の周期についてテータ対
応などの手法を用いて階数の低い群に対す
る例を構成する． 
(3) Duke-Imamoglu の予想の証明には半整数
の重さの保型形式が重要な役割を果たした
ので、その一般化である被覆群上の保型形式
を考察する． 
 
４．研究成果 
池田保と市野篤史は Gross-Prasad 型の周期
に関する明示的予想を定式化し、論文にして
発表した。この結果は国内外の研究者の注目
を集め、関連する研究の発展を促した。 
平賀郁は特殊線形群の内部形式の跡公式に
関する論文（斎藤裕氏との共著）を論文にま
とめて発表した。吉田敬之は motivic Galois 
群と L群に関する論文を発表した。市野篤史
は Ganと共著の論文で次数４と５の特殊直交
群の周期に関する論文を発表した。これは
Gross-Prasad 型の周期に関する興味深い例
であると考えられる。平賀郁と池田保は半整
数の重さを持つ Hilbert 保型形式に対して
Kohnen plus 空間を構成し、論文にまとめて
発表した。 
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